
北部大阪都市計画地区計画の変更(箕面市決定)

都市計画箕面船場駅前地区地区計画を次のように変更する。

１．地区計画の方針

名 称 箕面船場駅前地区地区計画

位 置 箕面市船場東二丁目、三丁目地内

面 積 約 4.4ha

区
域
の
整
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・
開
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全
の
方
針

地区計画の目標

本地区の存する大阪船場繊維卸商団地は、昭和 40年代に土地区画整理事業によっ
て基盤整備され、その目的に沿って流通・業務系の土地利用を中心として発展してき

た。

今般、北大阪急行線の延伸が具体化し、それに伴い新駅の設置が進められる中で、

駅前となる本地区では、歩行を中心としたまちを形成しつつ、新駅立地による地区ポ

テンシャルの向上を活かした土地利用の更なる高度化・多目的化が期待されている。

本地区計画は、船場地域で従来から見られる「流通・業務」等の土地利用に加え、

それと親和し相互に好影響が期待できる「研究・開発」等の土地利用、近年広がりを

見せる「商業・住宅」、それに馴染みつつ駅前のにぎわいづくりに資する「文化・教

育」など、駅前にふさわしい多様な用途が、相互阻害することなく集積・共存し、船

場地域全体の顔として「流通・業務」「商業・住宅」双方の中心核となる、安全・快適

でにぎわいのある都市空間の形成をめざす。

土地利用の方針

地区計画の目標を実現するため、地区を区分してそれぞれ次のような土地利用を図

る。また、駅前の広場空間と、そこから地区外へ至る歩行者通路となるデッキを整備

し、動線を確保することで、賑わいのある、健全で良質な都市空間の形成と安全で落

ち着いて回遊できる歩行者空間の創出を図る。住宅については、まちの活力維持に資

するよう、周辺環境に配慮しつつ、多様なライフスタイルに対応する住宅供給を図る。

さらに、メインストリート沿いに歩行空間を確保し、賑わいのあるまちなみを創出し

地区周辺の発展を図る。

１．文教・芸術地区

教育研究施設、劇場、集会場など、駅前にふさわしい、様々な形態・用途の土地

利用に対応し、適切に配置することで、周辺環境に配慮した良好な市街地環境形成

を目指す。

２．住宅・商業地区

住宅、商業施設を集積し、にぎわいを支える多様な都市機能を積極的に導入する。



３．にぎわい交流地区

広場や公園を中心に自由に人が集い行き交う空間を確保し、地区の顔にふさわし

い整備を図る。

地区施設の整備

の方針

１．駅前から続く「メインストリート」にふさわしい快適でにぎわいのある歩行者空

間を多目的広場 1号、メインストリートから連続し、憩い・休息の場を提供する広
場空間を多目的広場 2号として形成する。
２．国道 423号を横断する歩行者デッキと多目的広場や駅改札階へ円滑に通行でき
る歩行者動線として歩行者連絡通路 1号を形成し、周辺のにぎわいや滞留スペース
を結びつける。

３．多目的広場から北街区へと立体で結び、歩車分離による安全で快適な歩行者ネッ

トワークとして歩行者連絡通路 2,3,4号を形成する。また、敷地内の土地利用を勘
案しつつ、これに連続する快適な歩行空間を対側の区域端までつなぐことで、区域

外へネットワークの広がりの創出を図る。

４．多目的広場から東街区へと立体で結び、歩車分離による安全で快適な歩行者ネッ

トワークとして歩行者連絡通路 5号を形成する。また、敷地内の土地利用を勘案し
つつ、これに連続する快適な歩行空間を対側の区域端までつなぐことで、区域外へ

ネットワークの広がりの創出を図る。

５．多目的広場と北側地上部とを結ぶネットワークとして歩行者連絡通路 6号を形成
する。北側地上部との歩行者動線を確保することで区域外へのネットワークの広が

りの創出を図る。

建築物等の整備

の方針

地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、ぞれぞれの地区にふさわしい土地利

用とまちなみ形成が図られるよう、建築物等に関する制限を定める。

１．文教・芸術地区

区域境界線からの壁面の位置の制限を定め、地区全体として周辺と調和しつつ駅

前の特徴ある都市環境の形成を図るものとする。高層の施設を導入しつつ、周辺環

境に配慮した良好な都市空間形成を図るため、建築物等の用途の制限、敷地面積の

最低限度、壁面の位置の制限、建築物等の高さの制限を定める。

２．住宅・商業地区

区域境界線からの壁面の位置の制限を定め、地区全体として周辺と調和しつつ商

業・業務施設や中高層住宅を誘導し、周辺と調和したにぎわいと活力ある環境の形

成を図るため、建築物等の用途の制限、敷地面積の最低限度、壁面の位置の制限、

建築物等の高さの制限を定める。

３．にぎわい交流地区

建築物等の用途の制限を定める。


